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ミャンマー 0ベ トナム経済 ミッションは、 日本商工会議所の重要な政策課題

である 「中小企業の国際化支援」の活動対象 として、大変有効な交流機会を両

国政府 と商工会議所首脳に提案 してきたとい う認識を深めてまい りました。

4年前ASEAN諸 国訪問ミッションにも参加 して、ベ トナム政府代表 とド

イモイ政策に基づ く多岐に亘る投資テーマについて各省庁 と懇談を拡げました。

そ して、日本資本が当時建設 した工業団地まで視察に行きました。

4年 とい う年月を経た現在、開発投資政策による実績をふまえて、政府は産

業基盤を強化 していくために、更に「裾野産業の育成 と工業化推進」を掲げて、

日本の中小企業進出に対 して一層の誘致に期待を寄せています。現地インフラ

整備が進展 している状況の中、今回は計画投資省 と日本商工会議所 との間で実

効的な提携覚書の交換をすると共に、商工省 とも日本側からの要望に伴 う意見

交換 と懇談会を重ねま した。更にベ トナム商工会議所会員企業 と日本のミッシ

ョン参加者 との商談会が盛大に開催 されました。

一方 ミャンマ~は私にとりまして始めての訪問国で した。長い軍政下から昨

年 ようや く国際経済への移行 と転換を本格化 しようとしている現政権下の政策

説明会議で、 日本側の要請案件に対する意見交換の懇談に同席 しました。席上

政府首脳大臣の改革決意 と情熱が我々団員にまで伝わ りました。

弊社事業は今回のミッションに直接応えられるインフラ産業 と異なり、流通

産業における通信販売事業をサポー トするダイレク トマーケッティングサービ

ス業が本業です。両国ともまだまだ通信販売環境には時間がかかるようで、商

談会場でも引合いはあ りませんで した。然 し、この ミッションで得た両国の国

内情勢 (過疎地域の若い女性に就業機会が少ない)か ら、就業希望者を日本ヘ

派遣する新 しい職業訓練・雇用システムの着想を得ました。

私は長年、当社事業 とのコラボともなる福祉用具の製作販売 と共に老人ホー

ムの経営も手がけてお ります。特に老人ホーム運営は私のライフサイクル とし

てボランティア活動の柱になつています。 日本の社会福祉業界では今後看護士
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や介護士のいわゆる専門要員の不足が深亥Jな事態 として懸念 され、政府も外国

人労働者登用を試行 してお りますが、成果はまだまだ上がってお りません。そ

こで私は今回訪問 した両国で接触 した現地関係者 との懇談の中で、 日本へ両国

の若い女性達の就業機会を提供する目的で、女性看護士や介護士を養成する新

しい職業司1練・雇用システムの構想を思いつきました。特にベ トナムの日本大

使館専門官へ 日本の実情を紹介 しましたところ、専門官から国情からして今が

いいタイ ミングだとア ドバイスを受けました。 日本大使館の協力 と支援を具体

的に得 られれば、まず現地政府 と日本の商社など事業化のスポンサーになって

もらい得る関係者に支援を得て、職能訓練学校を設営 してもらいます。 日本で

は外国人受け入れ先 として、職能資格試験教育機関を有 している福祉大学 (希

望校がある)を設営。更に 4年間に亘る就業受け入れ先施設を決定するとい う

システムです。勿論両国と連携 して展開するこの構想を現地の大使館専門官と

日本商社マンヘロ頭で紹介いた しました。彼 らから両国は日本 と同じ仏教国で

あり、類似する文化 と国民性を有 してお り、特に若い女性は高齢者看護 0介護

職に極めて向いているので実現′性はあるとア ドバイスを得ました。 さて 日本に

帰ったらこのマスタープラン実現化に向け動きたいと思います。

ミャンマーは経済金融制裁の緩和に伴い、莫大な投資マネー流入により不動

産価格が 100倍 に暴騰 し、雇用拡大への障害が起 り経済に深刻なゆがみ 。ひ

ずみが発生 して、インフレとバブルヘの対応が危惧 されているようです。

然 し滞在中、ホテルからスーチー邸見学へ散策 し乍 ら、街頭で出会 う庶民の表

情は、他の東南アジア諸国に比べて 「おつとり」とした、穏やかそ うな風情が

印象的でした。歴史の古さと仏教文化の史跡名所が多いにもかかわらずまだ「世

界遺産」が 1つ も登録 されていない今が、観光ツアーの密やかな隠れた穴場に

ならないでしょうか。
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